上村ゼミ（上村泰裕）

福沢諭吉『学問のすすめ』ノート
初編（明治5〔1872〕年2月出版）

「人間はみな平等だ」と言うが、社会のなかには格差がある。それはなぜか。

その格差は生まれながらに決まっているのではなく、学問を修めて難しい仕事をする人が豊かになるだけである。→cf.属性主義から業績主義へ（「人」から「働き」へ）。

その学問とは、実学（実用の学、実証の学）のことである。cf.コントの実証哲学、スペンサーの影響。

学問をするには、分限（権利の範囲）を知ることが大切である〔なぜ？？〕。分限とは、他人のじゃまをすることなく自分の自由独立を実現することである。

自由独立は、個人だけでなく国家にもある。外国と自由に交易すべきであり、国際法違反の侵略に対しては断固抵抗すべきである。

明治維新によって、生まれながらの階級差別は廃止された。このうえは、政府に対する不満があるときは正々堂々と議論すべきである。それが国民たる者の権利である。

政府が権威主義的になるとしたら、それは国民が愚かだからである。国民が学問を修めれば、政府も寛容になるはずである。

現代においては、国を愛する人はそれほど焦ることはない。ただ学問を修めて、国民たる身分にふさわしい智徳を身につければよいのである。

二編（明治6〔1873〕年11月出版）

学者：物事の道理をわきまえた人。家を建てられる人。

文字の問屋：本を読めるだけの人。道具の名前を知っているだけの人。

《人は同等であること》

人間の平等とは、ありさまの平等ではなく、権利の平等のことである。

権利とは、人々の生命・財産・名誉を重んじるということである。これらは天が定めたものであって、人間が冒してはいけない。

ありさまの違い（貧富強弱）があるからといって、権利の平等を冒してはいけない。

政府と国民の関係も、権利について言えば平等である。

国民には、税金を払い法律を守る義務がある。政府には、法律を設けて国民を保護する義務がある。これは御恩ではなく約束（契約）である。

国民が愚かで法律を守らない場合には、政府は力で脅さざるをえない。暴政を避けるためには、国民は学問を修めて政府と同じ地位に登らなくてはいけない。

三編（明治6〔1873〕年12月出版）

《国は同等であること》

日本人も英国人も一人ひとりの権利は平等。したがって、ありさまにおいて貧弱な国も、権利においては富強な国と平等。

貧富強弱のありさまは、天の定めではない。国民の学問と気力によって変化する。つまり国民一人ひとりが独立してはじめて一国の独立がある。

《国民一人ひとりが独立してはじめて一国の独立があること》

第一条　自由独立の気力のない人は国を深く思うことがない。しかし少数の主人だけで国を守ることはできない。国民一人ひとりが日本をわが国と思い、国を守るべきである。それが権利に対応する国民の義務である。

第二条　国内において自由独立の気力をもっていない人は、外国人と接しても損をしたり恥をかいたりする。これは個人の損や恥ではなく、一国の損であり恥である。

第三条　自由独立の気力をもっていない人は、他人の暴威を借りて悪事を働く。今後、外国人の名目を借りたりする者が出たりすれば、国のわざわいとなるだろう。

要するに、国民に独立を勧めたほうが、国の独立にとっても有益である。

四編（明治7〔1874〕年1月出版）

《学問をする人の役割は何か》

日本の独立が危ぶまれている。国民は国民の分限を尽くし、政府は政府の分限を尽くし、協力して独立を維持すべきである。

学術、商売、法律の三点で日本は外国に劣っている。この三者は国家の独立のために必要である。

専制政府と無気力の愚民の組み合わせでは進歩は望めない。一国の文明は政府の力だけで進められるものではない。

国民が成長するまでは権威主義で行く、という方策は間違っている。かえって国民の成長を妨げる結果になるからである。

個人としては誠実有能な人が、政府に入ると無能になる。個人の能力よりも社会の気風によって決まる。文明の進歩は政府任せにしておいてはいけない。

人に先立って手本を示す人物が出てくるべきである。洋学者がこの役割を果たすべきであるが、そもそも洋学者も政府志向が強い。日本には政府だけあって、国民がいない。

政府は命令することはできるが、実例を示すことはできない〔ところが、明治政府をはじめ、開発主義政府は実例を示した！〕。

われわれは民間にあって、学術を講じ、商売に従事し、法律を議論する。私立の実例を示すことが目的である。

政府だけでなく、民間も社会の事業を担うべきである。政府を恐れたり疑ったりするのではなく、近づき親しむべきである。

この趣旨を普及すれば、真の日本国民が生まれ、学術・商売・法律も盛んになり、国民の力と政府の力がつりあい、国の独立を維持することができるだろう。

五編（明治7〔1874〕年1月出版）

学校・工業・陸軍・海軍など、外形的なもので国の文明を評価してはいけない。文明の精神とは、人民独立の気力のことである。

人民が無気力なのは、政府がすべてのことをやってしまい、人民は宿屋の居候の気分でいるからである。

幕府は力だけで治めていたが、新政府には力と智がある。そうすると、国民はますます政府に依頼するので、文明の形は進んでも文明の精神は衰えてしまう。

国の文明は、政府でも一般庶民でもなく、中流階級（ミドルクラス）から起こる。中流階級が政府と並び立って一般庶民を指導すべきである。

ひとりの人にアイディアが浮かんだら、それを実現するために民間団体を組織する。政府はそれを保護するだけでよい。文明の形が進むほど人民の気力も増すことになる。

いま日本で中流階級の役割を果たせるのは、学者しかいない。政府に依頼せずに文明を育てるべきである。本を読んでいるだけでなく、実際に事を起こすべきである。

六編（明治7〔1874〕年1月出版）

《法律はなぜ守らなければならないか》

政府は国民の代理として警察と司法を担う。そのための費用は個人では賄いきれないので、政府と国民が社会契約を結んだのである。

法律は政府が作ったのではなく、国民が作って政府に委ねたのである〔民主制でなくても？〕。したがって、法律は厳重に守らなければならない。

私裁は認められない。赤穂義士の敵討ちは間違っている。延々と弔い合戦が続くだけで、社会を害すること甚だしい。テロリズムで社会がよくなったためしはない。

御大法と内証事。法律を軽蔑する悪習を生み、人民に不誠実の気風を生じる。法律だから守るのであって、巡査が恐いから守るのではない。

法律はなるべく簡潔にすべきで、いったん定めたからには厳守すべきである。不満があるときは遠慮なく議論すればよいが、悪法でも現行法は厳守しなくてはいけない。

七編（明治7〔1874〕年3月出版）

《国民の役割は何か》

国家は一つの団体であり、国民はそのメンバーである。国民は、国家の主人であり客でもある。法を立てるとともに、法を守る。

客として。行政、外交、防衛などは社会契約によって政府に与えた権利であって、国民は不正不便を理由にそれを破ってはいけない。不正不便は静かに政府を説得すべきである。

主人として。国民は国の家元であり主人である。政府はその名代であり支配人である。政府の仕事は役人の私事ではなく、国民の名代としての公務である。

不法者を取り締まれないなら、政府も不法者の仲間である。役人の不行届きによる損害は、国民の税金で償われる。国民は主人であるから、平生から政府を監督する責任がある。

税金を払うのは国民の義務であるから、不平顔をすべきではない。税金を払って保護を受けるのは、道理にかなっているだけでなく、安上がりの買い物である。

政府がその権利の範囲を越えて暴政を行なう場合、国民がなしうる行動は次の三つ（ウェーランドの説）。①いやいや政府に従う、②力で政府に敵対する、③非暴力不服従。

①はよくない。愚民と権威主義政府の組み合わせを再生産するだけである。「天の正道」（自然法natural law）と「政府人造の悪法」（実定法positive law）。

②もよくない。内戦となれば、正しさではなく強さがものを言う。暴力をもって暴力に代えることになり、よりよい政治を実現することはできない。

③が最もよい。改善のための犠牲が少ない。静かに正しい道理を説く者に対しては、権威主義政府でも反省するはずである。

文明を益する殉死と、文明を益しない楠公権助の討死。日本の歴史で殉死の名に値するのは、佐倉惣五郎だけである。

八編（明治7〔1874〕年4月出版）

《自分の好き勝手に他人をコントロールしてはいけない》

ウェーランドの身心自由説。①各人の自由を達すべきである。②智恵がその役に立つ。③情欲を満たすために働く。④情欲を制する至誠の本心もある。⑤善悪とも意思に基づく。

独立と言っても、孤独とは違う。自然法に基づく他人の権利を侵さないことを前提にしつつ、互いに交流すべきである。

上下貴賤の名分にやかましく、他人の命令に従うことを第一に考える社会では、いつも魂が借用のものになってしまう。これは自然法や文明の本旨に背いた考えである。

夫婦について。人と人とは平等であるから、家庭内の男女も平等である。腕の力という有様をもとにして男女上下の名分を決めるのはおかしい。妾制度はおかしい。

親子について。親孝行はよいが、無理に強制することはできない。人間が動物と違うのは、ただ子どもを育てるだけでなく、教育して社会化する点にある。

九編（明治7〔1874〕年5月出版）

《学問の目的は二種類ある》

個人の衣食住を満たすのは自然のおかげであり、それだけでは誇るに足りない。ただ独立の活計を得ただけでは、動物と同じである。

人間の本性は群居を好み、孤独を好まないものである。家族だけでは十分でなく、社会（人間交際）を形成することになる。

政府が法律を設けるのは社会を完全にするためである。学者が人を教育するのも、社会を保持するためである。文明が進歩してきたのは、こうした古人の貢献によるのである。

科学が進歩すれば人間交際はいよいよ広くなり、したがって人々の心は和らぎ、国際法を遵守してみだりに戦争を起こさなくなる。

有力の人物は衣食住だけで満足せず、社会の義務を重んじて文明の進歩に貢献しようとする。それによって、後世の人に感謝されるはずである。

明治維新は戦争の変動ではなく、文明に促された人心の変動である。この機会を生かして、学者は社会のために大いに勉強すべきである。

十編（明治7〔1874〕年6月出版）

《前論のつづき》

江戸時代の学者は学問しても実践する場所がなかったので、いよいよ学問を深めざるを得なかった。今はすぐ就職口が見つかるので、かえって学問が深まらない。

自由独立にともなう義務。内の義務…衣食を他人に頼らない、一家独立の主人。外の義務…協力して国の独立を達成する、独立の日本人。

今は西洋の文明を一方的に吸収せざるを得ないが、自前の工業や学術をもつには学者の成業を待つしかない。昔と違って、学問した人にやりがいのある仕事ばかりである。

自食の説は、和漢の古学者の説や士族の生活態度を批判するために述べたのであって、それだけでは不十分である。真の学問をするには初等教育だけでは不足である。

農業をするなら大農民になれ、商業をするなら大商人になれ。学問をするならマイホーム主義に甘んじてはいけない。多少の貧乏をしてでも、学問を大成させるべきである。

十一編（明治7〔1874〕年7月出版）

《儒学の教えは偽善者を生む》

上下名分論は、悪気があって生まれたのではなく、ただ空想から作られたものである。家族内でやる分には問題ないが、家族外のことにも家族主義を適用するのは不可能である。

社会は大人と大人の団体であり、他人と他人の交際である。そこに大人と子どもの関係を適用するのは、たんなる空想家族主義である。

中国では、政府と国民の関係を親子や牧羊に喩えることがある。これは失礼ではないか。事実として、政府と国民は他人である。情実ではなく契約に基づいて治めるべきである。

物知り旦那と律儀の忠助。人物があてにならないのではない、専制があてにならないのである。他人と他人の関係に家族主義を持ち込んだのが失敗のもとである。

大名と忠臣。尽忠報国の家臣が、なぜ出入商人から賄賂を取るのか。結局、名分や専制抑圧は全くあてにならないものである。

名分とは虚飾の名目。それと職分とは別である。それぞれの職分（実際の役割）を守るべきことは言うまでもない。

十二編（明治7〔1874〕年12月出版）

《演説のすすめ》

民選議院設立建白書も出たが、演説ができなくては議会を作っても仕方ない。アイディアが普及するか否かは、その伝え方の巧拙次第である。

学問とは読書のことだけではない。本を読んでも、知識を活用できなければ無学と同じである。身についた学問は、本やノートを失くしても残る。

学問の要点は読書ではなく精神の働きにある。精神の働きを活用する方法として、観察・推論・読書（知識の収集）、談話（知識の交換）、著述・演説（知識の普及）がある。

「私に沈深なるは淵のごとく、人に接して活発なるは飛鳥のごとく、その密なるや内なきがごとく、その豪大なるや外なきがごとくして、はじめて真の学者と称すべきなり」。

《国民の品行を高めるべきである》

国民の見識を高級にしていく必要がある。そのためには、医師の不養生や論語読みの論語知らずでは困る。現状に満足せず、つねに上流と比較してそちらに向かうべきである。

学校の名誉は、研究内容が高級であることと、教え方がうまいことと、先生や学生の品行が高く、議論が賤しくないことによって決まる。規則が厳しいことは自慢にならない。

インドやトルコは、自国の有様に満足しているうちに、自由貿易の効果で衰退したのである。西洋の強さを恐れつつその文明を慕い、内外の有様を比較して努力すべきである。

十三編（明治7〔1874〕年12月出版）

《怨みは社会に害をもたらす》

貪吝≒節倹・経済。奢侈≒人間の美事。誹謗≒弁駁。このほか、驕傲≒勇敢、粗野≒率直、固陋≒実着、浮薄≒穎敏など。場所と強弱と方角により、徳にもなり不徳にもなる。

しかし、怨望だけは、場所と方向にかかわらず全くよくない。他人を羨んで、不幸に陥れて満足する。こういうやり方は、社会の幸福にとって百害あって一利もない。

怨望は、人々の天分の発揮を妨げると生じる。貧富貴賤の格差が原因ではない。人々が納得できる貧富貴賤の格差は、社会を崩壊させるものではない。

天分が発揮できず、人生の禍福はすべて運次第という社会では、怨望が蔓延する。機会平等なき結果不平等が怨望のもとである。

「子曰く、ただ女子と小人とは養い難しと為すなり。これを近づくれば則ち不遜、これを遠ざくれば則ち怨む」。孔子は二千年前の野蛮時代の人。進化史観、存在被拘束性。

御殿女中の出世。臨機応変で主人の寵愛を得る。基準が明確でない出世、すなわち僥倖。僥倖は努力しても真似できないので怨望を生む。

御殿の毒害と世間の毒害の統計を比較すれば、御殿のほうが多いはずである。怨望の代理指標としての毒害。

英米社会と日本社会を比較して、御殿の理念型に近いのはどちらか。英米社会にも悪いところはいろいろあるが、怨望の一事については日本と全く違う。

民選議院や出版自由は、怨望に代えて活動を、嫉妬に代えて競争をもたらす。自力、自業自得の社会になれば怨望はなくなる。

これは政治だけでなく、社会全体に言えることである。人々が互いに交流して自由に話し合えば、怨望嫉妬は消えてなくなる。「人生活発の気力は物に接せざれば生じ難し」。

十四編（明治8〔1875〕年3月出版）

《人生の来し方行く末を点検する》

人生うまくやろうと思っても失敗することは多い。環境に左右されるからである。また、課題の難易と時間の長短を見誤るからである。

これまでやってきた仕事の成否得失について、ときどき自分の胸中で智徳事業の差引総勘定をしてみるとよい。過去十年の損得反省、現状認識、将来計画。

《世話という言葉の意味》

世話という言葉の２つの意味。①保護、②命令（指図）。親子や政府国民のあいだで、保護と指図が両方とも行き届けばうまくいく。

保護と指図に少しでも齟齬があると不都合を生じる。道楽息子のパラサイト（保護＞指図）。孝行息子と馬鹿親父（保護＜指図）。

田舎の老人（保護＜指図、大きにお世話）。貧民救助（保護＞指図、大きに御苦労）。cf.イギリス救貧法の歴史。

個人の私徳は、天下の経済に響かないので悪くない。チャリティーはむしろ尊ぶべきである。経済の公論と仁恵の私徳とを区別すべきである。

十五編（明治9〔1876〕年7月出版）

《事物を疑って取捨選択すること》

「信の世界に偽詐多く、疑いの世界に真理多し」。文明の進歩は、事物の機能を詮索して真実を発見することによってもたらされる。

西洋において人々を文明に導く大家の説を見ると、いずれも旧説や旧習に反対や疑問を唱えるものである。人類の進歩は、ただ惑溺を脱し異説争論を立てるにあるのみ。

とはいえ、軽信もよくないが軽疑もよくない。信疑の取捨を可能にするのは学問である。にわかに東洋から西洋に乗り換えたのは、自発的ではなく軽信軽疑の謗りを免れない。

改革者流、開化先生の西洋心酔は、西施の顰みや学者の朝寝に倣うようなものである。西洋文明も完全ではないし、日本文化も全く間違っているわけではない。cf.保守主義。

この混乱のなかで東西の事物を比較し、信疑取捨に責任を負う者は、われわれ学者のほかにはない。「学者勉めざるべからざるなり」。
十六編（明治9〔1876〕年8月出版）

《日常生活のなかで独立を守ること》

独立の二種。①有形の独立（品物についての独立。人に物をもらわないこと）、②無形の独立（精神についての独立。消費文化に支配されないこと）。

《言葉と行動がつりあうようにすべきである》

議論：外物に縁のない内なるもの、自由、無制限。言、志、説。

実業：外物に接して処置を施すこと、不自由、制限。行、功、働き。

→議論と実業を平均させるべきである。

①人に高級な実業を選ばせるのは、高級な議論である。議論を高級にしなければ、実業も高級にはなりえない。

②実業には、難易のほかに有用無用の区別がある。有用な実業を認識するためには議論を明晰にしなくてはいけない。

③場所柄や時節柄を判断して実業を有益なものにするのは、議論である。議論なき実業は、蒸気なき機関、楫なき船である。

④実業なき議論は不平のもと。金を貸さずに返金が遅いと言って怨むようなもの。自分のやれる範囲の仕事を進んですれば、議論と実業がつりあって楽しくなってくるはずである。

人の仕事に不満があったら、自分でやってみるべきである。人の本を批判するなら自分で本を書くべきである。学者を批評するなら自分も学者になるべきである。

十七編（明治9〔1876〕年11月出版）

《人望を得るのはどんな人か》

人望＝のれん＝信頼。三井・大丸の正札売り。馬琴のベストセラー。人望が生じる理由は、ただその人の活発な才知と正直な心による。

人望には虚名も含まれるが、一斗の米を一斗に計るような正味の栄誉なら問題ないし、大いにこれを求めるべきである。

多くの事物に接し、広く世の人と交際し、能力にふさわしい仕事をすべきである。それが自分のためにも社会のためにもなる。そのためにはどうすべきか。

①自分の考えを他人にわかってもらうためには、言語を流暢活発にすべきである。「円き水晶の玉」ではだめ。

②多くの人と交際するためには、にこにこしていたほうがよい。真心で仲良く、家族のような交際を心がけるべきである。

③なるべく多くの友人を作るべきである。相手は鬼や蛇ではなく人間なのだから、恐れることなく、心を丸出しにして付き合うべきである。「人にして人を毛嫌いするなかれ」。
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